
 

 

ＮＫ０８０９Ｍ２２＿６ 

 

ワイヤクランプユニット 

017100   017100-C 



 - 1 - 

 

目 次 

 

 

安全について・・・・・・・・・・2 

[1]まえがき・・・・・・・・・・・3 

[2]仕  様・・・・・・・・・・・・3 

[3]特  徴・・・・・・・・・・・・4 

[4]使用上の注意・・・・・・・・・4 

[5]メンテナンス・・・・・・・・・5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 3 - 

【１】まえがき  

   このたびは、弊社のワイヤクランプユニットをお使いいただきまして、ありがとう  

ございます。  

   当製品をご使用いただく前に必ず本書を読み、注意事項、整備を十分理解され、  

  自分のものとした上でご使用くださいますようお願いいたします。  

 

  ・本書は、便覧として機械の付近にも保管し、ユニットを扱う全職員の方が定期的  

   に見るようにしてください。  

  ・本書を紛失または、損傷した場合は、速やかに当社または、販売店に発注してく  

   ださい。  

  ・当製品を譲渡されるときは、次の所有者の方に本書を必ず添付し譲渡してください。  

 

 

【２】仕様  

 

形   式  017100 017100-C 

駆  動  方  式  エア（０．３～０．６）ＭＰａ  

適  用  ワ  イ  ヤ  １ .２   １ .４   １ .６  

エア接続口  φ６ワンタッチ継手  

   外観図  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

017100 
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【３】特長  

  １）トーチ本体とパワーケーブルの中間にセットし、ワイヤを確実にクランプする事

ができます。  

  ２）エアの供給圧力によりワイヤのクランプ力を変更する事ができます。  

  ３）ワイヤのサイズが１ .２、１ .４、１ .６と異なっても部品を取り替える事なく  

使用することができます。  

  ４）ソリッドワイヤ、フラックスワイヤの区別なく使用できます。  

 

  エアの供給圧力に対する引張力  

                               （エア圧力単位：MPa／引っ張り単位：Kgf）  

エ ア 供 給

圧力  

ワイヤ径  

０ .３  ０ .４  ０ .５  ０ .６  

１ .２  ０ .８  １ .３  １ .７  ２ .０  

１ .４  ０ .８  １ .３  １ .７  ２ .１  

１ .６  １ .２  ２ .３  ３ .０  ３ .１  

 

   供給圧力は上の表を参考にしてください。  

 

【４】使用上の注意  

  1) ワイヤクランプをトーチケーブルに取り付ける際は、付属されているワイヤ  

ガイドと共に確実に取り付けてください。  

不十分ですとワイヤクランプ本体やケーブルが異常に発熱します。  

また、シールドガスが漏れブローホールの発生原因となります。  

 

  2)  溶接中にワイヤクランプの金属部分が露出している箇所には触れないでください。 

    感電する恐れがあります。  

 

3) ワイヤクランプ本体に有るビス類は、ワイヤクランプ内のワイヤをホールドする  

    ための部品の高さ調整、及び固定を行うものです調整時以外触らないでください。 
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【５】メンテナンス  

 ◆ワイヤクランプ内にワイヤカスが溜まった場合  

   トーチボディ・ケーブル Assy からワイヤクランプユニットを外した状態で、  

  袋ナット部のワイヤが通る穴から高圧エアを吹き込んでください。  

  その後、M20 ネジ側からも吹き込んで、両側から何度か吹きこんでください。  

 

 

注意：トーチボディ・ケーブル Assy どちらかが取付けた状態で清掃 (高圧エアーの吹付け ) 

   を行うと、ワイヤカスがどちらかに累積して送給抵抗の元となります。  

 

 

それでも解消しない場合は、シリンダを固定している４本のビスを緩めシリンダを  

取り外してから上部より清掃してください。  

取り付けビスはネジロックにより固定されているので、取り外す際多少の力が必要に  

なります。  

   清掃後にシリンダを固定する際には、ネジロックを使用して固定してください。  

    締付けトルク：3[N･m] 
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符号  品   番  部   品   名  数量  摘    要  

1  クランプユニット本体組立品  １   

2 03621A 308 用ゴムカバー (追加工 ) 1  

3  ワイヤクランプ用ガイドチューブ  １   

4  ワイヤ押さえロッド  １   

5  ワイヤ押さえ受け  １   

6  シリンダ  １   

7 017105 ワイヤクランプ用パッキン  1  

8  六角穴付き止めネジ  M4-L4 ２  ガイドチューブ固定用     

8  六角穴付き止めネジ  M4-L4 ２  ワイヤ押さえ受け固定用   

8  六角穴付き止めネジ  M4-L4 １  高さ調整用           

9 CPS-M0325-SCM435 六角穴付きボルト  ４  シリンダ固定用  

10 017111 ワンタッチ管継手  １  ＫＱＨ０６－Ｍ５A 

11 061439 WX451 シリンダ絶縁保護カバー 1  

12 21816A TK ワイヤクランプ絶縁カバー  １  017100-C に取付け  
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絶縁カバー取付け・取外し 

1) ナットのゴムカバーを外す。  

2) 絶縁カバーを外す。  

2-1)引っ掛かり部があるので、マイナスドライバーのようなもので広げてから抜く。  

2-2)カバーを斜めにしてナット側へ抜く。  

3) 新しいカバーを抜いた要領で斜めにして、押し込む。  

3-1)カバー奥の引っ掛かり部が確実に引っ掛かっている事を確認する。  

4) ナットのゴムカバーを付ける。  

 

   

 

 

 

 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 
 

 

1 

 2-1・3-1 

 

2-2 
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トラブルシューティングマニュアル  

 

トラブル内容  要因・対策  

・ワイヤインチング時にワイヤが  

 ワイヤクランプ内で引っかかる。  

・ワイヤの曲がりぐせがきついためワイヤクラ  

ンプの内壁にワイヤ先端が引っかかるので  

ワイヤの矯正を適正になるように  

調整してください。  

・ワイヤクランプ用ガイドチューブ  

 が摩耗した。  

 

・ワイヤが送給されることにより摩耗します。 

 摩耗が激しい場合は取扱説明書Ｐ5 の交換  

手順で新しい物と交換してください。  

・ワイヤクランプ内でのワイヤ送給  

 抵抗が大きくなる。  

・クランプ内にワイヤカスが溜まったためで取  

扱説明書Ｐ３のメンテナンス方法にて  

ワイヤカスを取り除いてください。  

  また、ワイヤクランプ用ガイドチューブの  

摩耗によっても送給抵抗は大きくなります。 

 ワイヤクランプ用ガイドチューブの交換  

は取扱説明書Ｐ３の交換手順で行ってくだ  

さい。  

・クランプする力が低下しワイヤを  

固定できなくなる。  

・エア圧力の低下が考えられます。エア圧力を  

チェックしてください。  

エアホースの損傷をチェックしてください。 

シリンダを点検し異常があればその要因を  

 取り除いてください。  

・クランプ内のワイヤ押さえロッド、ワイヤ押  

さえ受けのＶ溝が摩耗していると考えられ  

ます。  

 摩耗していれば摩耗した部品を交換してく  

ださい。  

・トーチケーブルとの接続部が緩ん  

でしまう。  

・トーチを頻繁に捻るためで、接続時に工具を  

 用いて確実に締め付けてください。  
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